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巻 頭 言
会員の皆様へ
気候の変化が著しい毎日ですが、いかがお過

ごしでしょうか。コロナ禍は一応の落着きをみ
せましたが、さまざまな疾患の流行が報道され
ています。以前、会長職を満了し紆余曲折あり
再任しましたが、その頃がまさにコロナ禍の真
最中でした。かなりの制限がかかるなかでも何
とか節目を迎えることができました。それは会
員の皆様のあたたかい見守りと役員各位の働き
によるものです。心より感謝しております。

当会の役員は部員も含め前向きに、対価を考
えず活動していただいています。各部の活動の
ほかにも当会には【この指とまれ】という独自
の活動があります。以前は災害関連の勉強会が
あり、今年の３月まで「問診力セミナー」をやっ
ていました。こちらは現在「なんでも勉強会」
という形で継続しております。また、森下監事
と相談し立ち上げた「古典研究会」の活動は長
く続いております。さらに周年行事も５年遅れ
ながらも開催することができました。久しぶり
に多くの会員の先生方と交流を深めることがで
きました。

さて、いつものことですが鍼灸の業を取り巻
く環境は未だ厳しいです。鍼灸は医療として認
められている反面、認知や対応は不十分と感じ
ます。もっと声を大にして言っていかなければ
ますます厳しいでしょう。現代社会は AI の発
展で業種も大きく変わるといわれ、仕事内容・
身体の使い方も大きく変わるといわれていま
す。しかし人間の肉体や脳が、すぐに対応でき
るようになるとは思えません。人である以上、
さまざまな疾患や不具合が出てくるでしょう。
鍼灸はこれからの疾患に対応ができる治療法だ
と思います。経絡治療や中医頭鍼など多くの流
派・やり方があります。簡単にどれがいいかの
正解は誰にも解りませんが、目の前のつらい人
を癒すためにどうすべきかの思いが大事である
点は不変だと思います。そしてこれからの時代
に対応するには鍼灸の勉強だけではなく人間の
探求、そして世の中の隠れた事象の探求も必要
な時代ではないでしょうか。

皆様には、お元気で、引き続きのお困りの人々
へのご尽力を期待しています。

拝謝

会長　清水 慎司
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令和 5 年 9 月 3 日（日）、横浜中華街にある

四五六菜館別館にて神奈川県鍼灸師会創立 75

周年祝賀会を開催しました。

本来は 2018 年に 70 周年記念式典を開催する

予定でしたが諸事情により開催見送りになって

しまったため、今回は 80 周年に向けた準備と

しての意味合いからも、規模は小さく内々での

開催としました。

当日は会員 39 名・事務局員 3 名（1 名会員）

の参加でした。今回は、会の表彰規程を見直し、

名誉会員・永年会員・特別会員をわかりやすく

整理しました。表彰対象者は名誉会員表彰 1 名・

永年会員表彰 126 名・役員表彰 11 名・特別表

彰 5 名でした。名誉会員（50 年）1 名・永年会

員（40 年・45 年）9 名の先生へ高級ボールペン、

永年会員（30 年・35 年）22 名の先生へペン立て、

永年会員（10 年・20 年）106 名の先生へメジャー、

特別表彰 5 名の先生へペン立てを記念品として

表彰状と一緒に贈呈いたしました。また今後、

永年会員表彰は毎年おこなうようにしていく反

省をしました。

授与式では清水慎司会長より表彰状の授与を

していただき、永年会員表彰者の天野まち子先

生・深沢忠雄先生・秋沢三千代先生・瀧山博行

先生・間壁みみ先生、特別表彰の栗田康男先生、

役員表彰の日野博先生より受賞のお言葉をいた

だきました。昔話や苦労話、神鍼会の会員で良

かったお話をいただき、終始笑顔の絶えない授

与式になりました。

こんな素晴らしい先生方がいらっしゃる素敵

な神奈川県鍼灸師会を、これからも継承し発展

させていかなければならないと強く感じまし

た。次の周年行事は 5 年後の 80 周年です。80

周年では来賓をお招きして、私たちの活動をお

伝えし、会員には感謝を伝えられる周年行事に

したいと思います。

祝賀会の風景

創立 75 周年祝賀会報告
副会長　草山 真紀夫
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令和 5 年 7 月 16 日（日）、神奈川県民センター
ホールにて令和 5 年度（公社）日本鍼灸師会関
東甲信越ブロック会議を神奈川県鍼灸師会主幹
で開催しました。

参加者は、日本鍼灸師会 2 名・群馬県鍼灸師
会 3 名・埼玉県鍼灸師会 4 名・東京都鍼灸師会
3 名・神奈川県鍼灸師会 17 名・新潟県鍼灸師
会 2 名・山梨県鍼灸師会 2 名・長野県針灸師会
4 名・千葉県鍼灸師会 3 名・茨城県鍼灸師会 3
名・栃木県鍼灸師会 2 名・セイリン（株）2 名で、
総勢 47 名でした。

私、草山の開会宣言の後、日本鍼灸師会副会
長 安田政寛氏の主催者挨拶、関東甲信越ブロッ
ク会長 河原保裕氏の挨拶と続き各県師長挨拶
から会議へ続きました。

日本鍼灸師会副会長 小林潤一郎氏より会務
報告、各都県師会長より会務報告、質疑応答が
された後休憩をはさみ、師会長会議、分科会議
と進みました。

師会長会議では神鍼会会長清水慎司氏司会の

もと、今後のブロックの活動について話し合い
ました。また、今年度は会長改選の時期であり
次期会長は茨城県鍼灸師会坂本一志氏に全員一
致で可決致しました。次回ブロック会議は新潟
県で開催されます。

分科会議では神鍼会副会長藤田洋輔氏司会の
もと、会員増加方法について具体的な意見交換
がおこなわれました。

セイリン株式会社の橋口氏および國崎氏よ
り、セイリンとして職能団体と協調をし開業支
援をしていること、業団への協力体制ができて
いる旨のお話がありました。

各都県、高齢化・少子化などさまざまな課題
を踏まえて業団としてできることを最大限おこ
なっていくことに同意し、ブロック内での協調
の必要性を再確認し、今後議論を進めていくこ
とが重要であるとの意見が出されました。

神鍼会副会長藤田洋輔氏により閉会が宣言さ
れ、その後崎陽軒本店にて懇親会を開催いたし
ました。

関東甲信越ブロック会議報告
副会長　草山 真紀夫
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■ハロー横浜イベント参加について

令和 5 年 11 月 12 日 ( 日 )、中区民祭り（ハロー
横浜）にブース参加しました。

前年につづき 2 回目の参加ですが、前回同様、
鍼灸の普及啓発として『よく言われるツボっ
て？そもそも鍼灸治療とは？』を周知するこ
とを念頭に、部員を中心に 8 名のスタッフで
参加しました。

当日はあいにくの雨予報でしたが準備時間
に小雨が降った以外は天気にも恵まれ、会場
と同時にお客様が途切れること無くあっとい
う間に行列と相成りました。前年は 122 名の
参加をいただきそれでも想定より多かったの
ですが本年は前年を大きく上回る 163 名もの
方にご来場いただき、参加スタッフもフル回
転で嬉しい悲鳴となりました。

お客様からはアンケートでも「興味はある
んだけど敷居が高く感じていた、今回話を聞
けて行ってみようと思えた」「怖い印象もあっ
たが一度相談してみたいと思えた」等、非常
に好意的なコメントをいただき、当会の理念
である県民への普及啓発事業として大きな成
果を上げられたと思います。

今年度も同様に参加を考えておりますので、
会員の皆さまにおかれましても是非普及部活
動へご参加いただけましたら幸いです。

令和 5 年 8 月 27 日（日）、産業貿易センター
ビルにて救急法基礎講習会を開催いたしまし
た。

一般の方にも 22 名ご参加いただき、非常に
有意義な講習会となりました。今後も年１回
は救急法基礎を開催し、更に救急員養成講習
につきましては、開催日時・場所等のご案内
がスムーズにおこなえるよう、体制を整えて
まいりたいと思います。

また、神奈川県と災害協定を結んでおりま
すので、発災２～３ヶ月後に災害ボランティ
ア要請が来る可能性を踏まえ、要請が来た際
の活動意思のある方を把握させていただきた
いと思います。まずは、今まで災害研修を受
けたことがあるかどうかに関わらず、災害ボ
ランティア要請が来た際にお手伝いいただけ
るのか、今まで災害研修を受けたことがある
のか、救急法基礎講習を受けているのか、ご
連絡先等を当会で把握させていただき、その
うえで今後必要な研修会も検討していきたい
と思いますので、会員・学生会員等の会員種
別に関わらず、下記 QR コードよりご回答いた
だけましたら幸いです。（ご回答所要時間約１
分）

災害ボランティア人員要請、意思確認フォーム

中区民祭り当日

普及部事業報告 救急法基礎講習会の開催
普及部　清水 克紀 危機管理委員長　長野 純也
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コロナ禍の影響で学生生活が大きく変化し、

コミュニケーションを取れる機会が少々減って

しまってはいないでしょうか。

しかし学生生活は三年間、あっという間です。

鍼灸師を目指す学生の皆さまが、「貴重な

三年間を同じ学校だけ、同じ学年だけ、クラ

スメイトだけとの交流ではもったいないので

は？！」と考えました。そこで学生委員会では、

昨年度に引き続き今年も学生交流会を企画しま

した。

今年度の学生交流会はオンラインではあるも

のの 9 月の対面での学術講習会を見据え、8 月

10 日に開催いたしました。

交流会には、理事の秋澤先生・三田先生・長

野先生も参加してくださいました。先生方が多

方面でご活躍されるお話をうかがうことが出来

ました。

交流会は学生さん同士が会話をする時間をで

きるだけ長く取りたいと考えています。　　

学校も学年も年齢も異なる学生会員さんたち

がお話をすることで、他校の雰囲気や改めてこ

の職業へのやりがいに気づくきっかけにもなっ

たかと思います。

今回参加の学生さんの中には、助産師をして

働いている方もいらっしゃいました。来年は「助

産師×鍼灸師」として仕事をしていきたいとの

ことで、理事の藤田先生より助産師であり鍼灸

師である先生の紹介や将来の展望についてのお

話を聞くことができ、大変勉強になったと感想

をいただきました。

学生委員会として、今回も企画できて良かっ

たと感じるオンライン学生交流会となりまし

た。あらためて、参加してくださった学生会員

の皆さまに御礼を申し上げます。

オンラインでの交流は、最初の交流のきっか

けには良い機会になると感じています。

今後、直接お会いする機会があった際に話を

しやすい関係性作りになるのではないでしょう

か。

今回は残念ながらご都合が合わず参加できな

かった学生会員さん、当日急用で参加できな

かった学生会員さんもいらっしゃいました。

学生会員の皆さんが安心・安全な状況で参加

できるよう、今後も神奈川県鍼灸師会ではその

時の状況に合わせてイベントを企画したいと考

えています。

大変嬉しいことに、昨年度より学生会員さん

が非常に増えております。来年度も何かしらの

形でおこなえるよう計画したいと思いますの

で、ぜひ参加をご検討ください！

今年度もオンライン学生交流会をおこないました
学生委員会　北原 奈那
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2024 年度の 6 月と 10 月に二回大きな療養費
に関する改定があります。6 月は料金の改定、
10 月は「訪問施術料」の新設と、往療の取扱
い方法の大きな変更があります。以下にまとめ
ますが、詳細なご質問などあれば保険部にお問
い合わせください。

メール：hoken@kanagawa-harikyu.or.jp

●令和 6 年 6 月 1 日付施行
・	 はりきゅうの ①初検料 ②施術料 ③電療

料 が新料金に変更
・	 マッサージの ①施術料 ②温罨法 ③温罨

法＋電気光線器具 ④変形徒手矯正術 が新
料金に変更

●令和 6 年 10 月 1 日付施行
・	 訪問施術料の新設（同一日・同一建物に

訪問施術をおこなった場合、患者個々か
ら訪問施術料の一部負担金を領収）

・	 往療は「突発的な往療」を対象 に変更

・	 往療の距離加算の廃止（往療料は 2,300 円）
・	 支給申請書が新書式に変更（新項目設置

に伴い往療内訳表の廃止）
・	 特別地域加算の新設（離島や中山間地等

の特別地域が対象）

■保険部からのお知らせ
令和 6 年 12 月 2 日以降、受領委任払いをお

こなう各施術所等において、オンライン資格確
認（資格確認限定）が義務化となります。該当
する各施術所等におきましては、厚生労働省の

【施術所等向け総合ポータルサイト（オンライ
ン資格確認）】にて手順を確認のうえ、所定の
日時までに必要な準備をお願いいたします。な
お、①汎用カードリーダー②スマートフォン③
タブレット導入に伴う費用は 4.1 万円を上限に
実費補助となります。

早見表

2024 年度からのあはき療養費に関する改訂点まとめ
保険部　橋口 知光



神鍼会会報　vol.110

7

訪問施術料
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■はじめに
平素より学術部事業へのご理解とご協力をい

ただき誠にありがとうございます。
　コロナ禍より開始したオンライン講習会も

当たり前のような時代となりましたが、令和 5
年度は徐々に対面での講習会も再開してまいり
ました。令和 6 年度は引き続きオンライン講習
会と対面講習会をバランスよく開催していく予
定です。また令和 6 年度におきましては、（公社）
日本鍼灸師会関東甲信越ブロック共催は千葉県
師会が中心となり継続し開催されること、新た
な試みとして（公社）全日本鍼灸学会関東支部
との共催事業をおこなう予定であることをご報
告させていただきます。

学術部では、会員の皆さま・鍼灸師の皆さま
の業につながる講習会の開催を第一に考え予定
を計画しています。皆さまのご参加を心よりお
待ちしております。

【新人研修】
【第 2 回学術講習会】

９/ １８同日開催

本講習会は小児にスポットを当てた 1 日とな
りました。呉竹横浜医療専門学校様・（株）カ
ナケン様ご協力のもと、多くの学生さんの参加
もあり『小児鍼』への関心の高さを再認識しま
した。

午前中は小児の診方として講師に家庭医の丸
山晃央先生をお迎えしました。小児診察の基礎
と医師との連携についてご講義いただき、非常
に有意義な講義となりました。

午後からは、米山式小児鍼の継承者である鈴
木信先生をお迎えしました。

鈴木先生には小児のモデルに対し実際の臨床
の様子をご講義いただきました。前年度に基礎
講座、翌年度に臨床講座をおこなうという良い
モデルケースとなりました。

【令和 5 年度総括】
令和 5 年度も多くの講師の皆さまご協力のも

と、無事に事業を終えることができました。こ
の場をもって御礼申し上げます。ここにご報告
できない講習会ばかりではありますが、講師の
先生を介し種々の講習会やカンファレンスに参
加させていただくことも実現しつつあります。

参加された皆さまには一つでも多くの知識や技
術、『きづき』を得ていただければ幸いです。

令和 6 年度は新しい試みもありますので引き
続きよろしくお願いいたします。

■学術部よりお知らせ
令和 6 年度の講習会スケジュール詳細は今し

ばらくお待ちください。以下、主な予定です。
①	6 月末
	 第 1 回イブニングセミナー
	 業界概況
	 講師予定：ホットペッパービューティー
　　　　 　　あはき柔整神奈川県担当
②	7 月末
	 第 1 回学術講習会
	 漢方シリーズ
	 『夏の養生』
③	9 月
	 （公社）日本鍼灸師会関東甲信越ブロック

共催
	 主管：（公社）千葉県鍼灸師会
④	11 月
	 （公社）全日本鍼灸学会関東支部共催
	 主管：全日本鍼灸学会関東支部
⑤	12 月
	 新人研修
	 第 4 回学術講習会
	 『悪性腫瘍緩和ケアについて』

他
　詳細は後日お知らせいたします。お忙しいと
ころ恐縮ですがお時間調整のうえ是非ご参加く
ださい。

第 2回学術講習会　風景
（写真提供：東洋の委員長）

令和 5 年度 学術部事業報告
学術部　大屋　朗
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納会の風景

令和 5 年度 『納会』開催のご報告
組織共済部　藤田 洋輔

本年度は『納会』の形にて、令和 5 年 3 月

16 日（木）に会員交流会を開催いたしました。

新型コロナウイルス感染症蔓延のなかで、な

かなか直接会い交流を図ることが出来なかった

4 年間を振り返り、やはり顔の見える関係性の

なかで交流を図り、若手・ベテランが情報共有

や意見交換する場の大切さをあらためて感じる

交流会となりました。

正会員 18 名・学生会員 4 名・事務局員 2 名

にご参加いただき、テーブルを移動しながら参

加者の皆さんが交流を図れる形で進め、より多

くの方と交流を図れたのではないかと思いま

す。

また、当会の関連企業である株式会社山正

様、セイリン株式会社様、株式会社カナケン様

に協賛をいただいた景品抽選イベントは大盛り

上がりとともに企業様を知っていただく機会に

もつながり、あらためて企業様と職能団体が協

調して鍼灸医療を推進していく大切さを感じま

した。

加えて、当会は令和 5 年度にて 75 周年を迎

え先んじて会員のみで 75 周年記念式典を開催

しましたが、そこに参加できなかった表彰対象

の会員の方の表彰もおこない大いに喜んでいた

だきました。

当会では、今後も会員の相互交流を図る場を

設け、鍼灸師間での医療連携、さらには協調し

た鍼灸医療の推進を図って参ります。
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SEIRIN 鍼灸フェスタ 2023 in 神奈川が令和

5 年 11 月 19 日（日）に開催され、神奈川県

鍼灸師会でもブースを出展してまいりました。

SEIRIN 鍼灸フェスタとは、鍼灸・柔整科学生

さん向けの就職ガイダンスです。

就職先を決めることは人生を左右する大きな

決断になることも多いと思います。企業説明会

を実施している学校もあるかと思いますが、こ

のような大規模な企業説明会で職能団体の紹介

をすることは大変有意義と考え今回はじめての

参加となりました。

当日は、企業 25 社、鍼灸マッサージ教員養

成校 2 校の参加があり、美容鍼などの施術が体

験できるブースもありました。

当会の説明にもたくさんの学生さんにご参加

いただきました。特に当会が主催する学術講習

会や鍼灸ボランティアなどに興味を持っていた

だけたように感じております。

また、職能団体の存在や役割など理解されて

いない学生もいらっしゃいました。個別に気軽

にお話ができる環境を整えたため、親近感を

持っていただけたと思います。　

今後もこのような機会に積極的に参加するこ

とで学生との交流をはかり、学生会員や卒業後

の会員の獲得が期待できるのではないかと感じ

ます。

SEIRIN 鍼灸フェスタ 2023 in 神奈川
組織共済部　北原 奈那、藤田 洋輔



神鍼会会報　vol.110

11

【正　会　員】
須山　香菜（R5/ ７/ １）

【学生会員から正会員へ】
岸　　百華（R5/ ７/ １）

【学生会員】
垣本　真理子（R5/ ８/ １）		 大日方　東（R5/ ２/ １）
黒沼　礼央（R5/ １０/ １）		 柚木　知美（R6/ ２/ １）
石野　亮子（R5/ １０/ １）		 武内　紀子（R6/ ２/ １）
原　　香織（R5/ １１/ １３）
壱岐　　愛（R5/ １１/ １３）
ZEEUWEN MISCHA（R5/ １１/ １３）
中田　麻衣（R5/ １１/ １３）
井上　佐紀（R5/ １２/ １）
佐伯　智子（R5/ １２/ １）

ようこそ神奈川県鍼灸師会へ！　皆様のご活躍を祈念しております。
共に鍼灸医療を神奈川の地より推進して参りましょう！

令和 5 年度 新入会会員のご紹介
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事務局職員のご紹介
総務部　草山 真紀夫

日々、当会の運営に尽力をいただいている事務局職員をご紹介いたします。会員の皆さまよりお問い

合わせをいただいた際の窓口となります。どうぞよろしくお願いいたします。

神奈川県鍼灸師会 事務局
電話受付：０４５－２２８－８９４６　月～金 １０：００～１２：００， １３：００～１５：００

FAX：０４５－２２８－８９７９ ／ メール：in f o@kanagawa - h a r i kyu . o r . j p

■吉田 志郎（火曜日・木曜日担当）

■定成 裕子（水曜日・金曜日担当）

■阿部 和歌子（月曜日担当）

　平成 16 年（2004 年）6 月、元会長の伊藤昌芳先生のご自宅に事務所があっ

た時から事務局を担当しています。若い事務局員に負けないように頑張りま

す。

　平成 27 年（2015 年）4 月からお世話になっております。最近は行けていな

いですが、趣味は旅行・地産地消の料理を堪能すること。広東料理や薬膳に

触れ、医食同源を意識していくうちに、現在は韓国ドラマに出てくる料理に

興味津々の毎日です。神鍼会以外では、セラピストなどの活動もしています。

　令和 4 年（2022 年）9 月よりお世話になっております。神鍼会の事務局のお

仕事を吉田先生と定成さんに教えていただきながら頑張っております。まだま

だ不慣れな点もあると思いますが、どうぞよろしくお願いします。
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令和６年度（公社）神奈川県鍼灸師会 年間スケジュール
諸会議関連（WEB）

開催日 定時総会 理事会 業務執行理事会
５月 12 日（日） 第 1 回
６月 4 日（火） ●
６月 9 日（日） 第 2 回

６月 23 日（日） 定時総会
６月２３日（日） 第 3 回
７月１０日（水） ●
７月１４日（日） 関東甲信越ブロック会議
７月２8 日（日） 第 4 回
９月４日（水） ●

９月２２日（日） 第 5 回
１１月２７日（水） ●
１２月２２日（日） 第 6 回
１月１５日（水） ●
1 月１９日（日） （新年会）
２月２３日（日） 第 7 回
２月２６日（水） ●
３月 30 日（日） 第 8 回

学術講習会・イブニングセミナー・新人研修
開催日 学術講習会 イブニングセミナー 新人研修

6 月 29 日 ( 土 ) 第 1 回
7 月 28 日 ( 日 ) 第 1 回
9 月 8 日 ( 日 ) 第 2 回　関東甲信越ブロック共催

10 月 9 日 ( 水 ) 第 2 回
11 月 24 日 ( 日 ) 第 3 回　全日本鍼灸師学会共催
12 月 15 日 ( 日 ) ●
12 月 15 日 ( 日 ) 第 4 回

2 月 1 日 ( 土） 第 3 回
＊開催時間など詳しい内容は、当会ホームページ（https://harikyu-kanagawa.org）をご覧ください。

災害支援鍼灸師養成講座
開催予定 行事名称 開催場所

未定 救命救急初心者講習会 未定
＊開催時間など詳しい内容は、当会ホームページ（https://harikyu-kanagawa.org）をご覧ください。

保険部　講習会
6 月 30 日 第 1 回保険取扱い初心者講習会 療養費適正運用研修会

未定 第２回保険取扱い初心者講習会 療養費適正運用研修会
   ＊その他、会員の皆様よりご提出いただいた療養費の点検を月２回行っております。

普及事業
開催日予定 行事名称 備考

未定 未定

交流会等
開催日予定 行事名称 備考

7 月 28 日 ( 日 ) 納涼会
12 月 22 日 ( 日 ) 忘年会

1/19（日） 新年会

自主勉強会
開催日予定 名称 備考

偶数月第１水曜日 かながわ古典研究会
毎月第 3 火曜日 問診力を高める勉強会

※開催時間など詳しい内容は、当会の郵送物およびメール配信サービスでご確認ください。
※予定されている日程は、都合などにより変更になる場合もございます。
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〒 231-0002 横浜市中区海岸通 4-21 倉田ビル 5F
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URL：https://harikyu-kanagawa.org
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気持ち良さには理由がある。

湿熱＋セラミック温熱により血行をよくする湿熱感覚ホットパック

“湿
しつねつ

熱感”を持続させる特殊カバーを使用。

冷えからくるつらい痛みにはカナホット（日本製医療機器）

カナホットは特殊セラミックにより、
体に合った赤外線を出し温めます。

カナホットのカバー生地は内部からの
熱で空気中の水分を吸収しますので湿
性パックの応用になります。

効能効果
●疲労回復　●血行をよくする
●筋肉の疲れをとる 
●筋肉のこりをほぐす
●神経痛、筋肉痛の痛みの緩和
●胃腸の働きを活発にする

からだの芯から温めます

日本製

カナホット 大
KB-225 45,000円

（税込49,500円）
本体サイズ：約 55×28cm
付属カバーのサイズ：約 56×28cm
カバー・タイマーを含む総重量：約 1.1kg

共通仕様 〔クラスⅡ〕認証番号 16300BZZ01121000
●内部温度 70℃（小のみ 60℃）　●表面温度 50°〜 60℃　● 60 分タイマー付

カナホット 中
KB-220 42,000円

（税込46,200円）
本体サイズ：約 46×28cm
付属カバーのサイズ：約 48×28.5cm
カバー・タイマーを含む総重量：約 1kg

カナホット 小
KB-224 26,000円

（税込28,600円）
本体サイズ：約 38×27cm
付属カバーのサイズ：約 38.5×27.5cm
カバー・タイマーを含む総重量：約 750g

日本製

カナホットモイスト
KB-248 54,000円（税込59,400円）

〔クラスⅡ〕認証番号 16300BZZ01121000
●時間設定：60 タイマー（ゼンマイ式）
●温度設定：40℃以上 70℃以下（自動調整）
●寸法重量：本体サイズ 約 380mm×620mm　重さ 約 900g

カバーのサイズ 約 430mm×730mm　重さ 約 500g
●安全装置：本体内蔵サーモスタット

本体（パック）、
電源スイッチ（60 分タイマー）、スペアーカバーを含む 2 枚、
取扱説明書（保証書添付）、添付文書、ユーザー登録はがき

内容物
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